
京都に働くいろんな人々の知恵やアイデアをひらき、領域をこえる
好奇心と共創の精神がまじわる世界文化自由都市*¹としての未来へ
向けたさまざまな実験と交流に参加できる舞台があるとしたら… 

わたしたちは今、まちに必要だと互いに感じる 
仕組みを「自分たちでつくりませんか」と呼びかけ、 
できることから京都・地域企業 未来の祭典として 

まずは、やってみることにしました。 

あなたも、普段とは異なる視点で、 
未来の祭典らしい試みに参加してみませんか。

期間：2023年8月1日～10月31日

運営｜京都・地域企業 未来の祭典をやってみよう会 事務局

京都・地域企業 未来の祭典2023 

京都市は昭和53年10月15日に、市民の代表（京都市会）の賛同を得て、京都が
目指す都市の理想を「世界文化自由都市」として宣言しました。 

平安時代から海外の人・技術・文化を取り入れ、明治時代には人づくりと文化
で道をひらき産業を発展させた。いずれも海外の文化を尊重しながら独自の発
展を遂げてきた京都。以降、永久に新しい文化都市であるために、みんなで力
を合わせて取り組んできたからこそ、宣言の理念は幅広く実現しています。“都
市は、理想を必要とする”

京都・地域企業 未来の祭典

※順不同    (一社)リリース / (株)夢びと / (株)Encirsos / (株)SOU / 　 
(株)デイアライブ / カモシカコンサル / 前田展広事務所 / 京都市

＊1「世界文化自由都市宣言」とは

＊2  京都・地域企業宣言

国内外から人や物が集い、伝統と革新が融合しながら新たな文化を創造し、千年を超
えて都市の機能が継続してきた京都。私たちの先人は，経済的価値と共に文化的価値
を大切にし、衣・食・住をはじめとする生活文化，地域が受け継いできた祭祀などに
彩られる市民の暮らしを支えてきた。そして、伝統産業から先端産業、農林業、観光
や情報をはじめとするサービス業などあらゆる産業やその担い手を育み、社寺や学
術・研究機関との協働によって数々のイノベーションを生み出してきた。 
今こそ次の千年に向けた出発点であり，共に社業の発展を通じて地域に貢献し、しな
やかな強さで京都の未来を切り拓く力，すなわち「未来力」を発揮するときである。 
京都に育まれてきた精神文化を大切に、あらゆる連携によって地域を支え、京都を拠
点に日本の活力源となり、共生社会の担い手として，世界の人々の笑顔あふれる未来
を創造していく。

（２０１８年（平成３０年）９月１０日）抜粋

経済団体の京都商工会議所青年部(京都YEG)が地域企業応援会に参加さ
れ、京都市との連携事業企画が生まれました。社会課題や地域課題解決
への取組が地域＝京都を活性化させ、ひいては自企業の存続・発展に繋
がることを体験し、自企業の更なる可能性を見出すことを目的に企画の
議論が行われました。未来の祭典からは８つの社会課題のテーマや地域
企業をご紹介。イベント当日は8つのテーブルに分かれ、地域課題解決を
目指したさらなる事業アイデア創造に向けてディスカッションを行いま
した。最優秀賞にはNPO法人ともつくのテーマ「高齢福祉との連携」が
選ばれ、今後、特典としてコミュニティ・バンク京信及び京都商工会議
所青年部(京都YEG)の伴走支援が予定されています。

経済団体からも参加され、今後の継続的な支
援につながりました公民の主体的な声がけで参加が増えました

266事業者

売上だけではない尺度や価値観が広がりました

社会課題の起きづらい「経済のあり方」を模索する地
域企業や事業連携の価値の見える化を試みました。

自社や事業連携による取組が生み出す「社会的インパクト(成果や価値)」を可視
化し、地域企業の営業力・広報力・組織力などを高めるノウハウを追求しようと、
社会実験の一環として実践型研究会「スパイラル」が行われました。事業者の社
会価値は「ステークホルダー外の環境等にも非財務的な価値をもたらす」が客観
視や数値化は難しいため、京都内外の地域企業が集い “どのような貢献ができて 
実際どんな価値が生まれたか?” など専門家と明らかにしようと学び合いました。
企業経営者だけでなく社員や副業人材をはじめ、公民が連携した多様な活動従事
者も参加し、ともに調査指標から考える越境した動きや、ステークホルダーと自
社の間に生じている社会価値を社員自ら調査するような行動変容が育まれまし
た。また理想の言語化を通して、規模の大小を超えた異なる業態の事業者間の協
働もみられ、共創的な指標づくりの議論も生まれています。

未来の祭典からは８つの社会課題をご紹介 
企業連携を育みました。

(一社)パースペクティブ/ファブビレッジ京北/（一社）リリース/京都市(林業振興課)｜（公財）京都市芸術文化協会/(株)
ツクリエ/京都市｜(株)ニシザワステイ/NOHGA HOTEL KIYOMIZU KYOTO｜＆PUBLIC(株)/(一社)リリース/(株)夢びと/
京信人材バンク/（一社）未来コンシェルジュ/(株)MIYACO　他｜（同） amiami/QUESTION/京都市ソーシャルイノベー
ション研究所（SILK）｜京藍染師　松崎陸/有限会社中村ローソク/(一社)リリース｜"（同）amiami/はぁと・フレンズ・
ストア/｜京都市ソーシャルイノベーション研究所（SILK）"｜FlamingJune （同）/（有）遠山/植村行政書士事務所｜
NPO法人地域共生開発機構ともつく/彼方此方屋｜(株)じげん/(株)ネットプロテクションズホールディングス/インタラク
ティブ(株)/京都市ソーシャルイノベーション研究所（SILK）　他｜医療法人社団翔志会たけち歯科クリニック/亀ニケー
ション/(一社)ドーピング0会｜発酵食堂カモシカ/Good Nature Station｜(株)ヒューマンフォーラム/はあと・フレンズ・
ストア/ワークセンターHalle!/前田展広事務所/ゴリランド/ミライハウス｜ワコールアイネクスト(株)/(株)ジェイ・エス・
ビー/(株)フラットエージェンシー｜(株)夢びと/(株)ヒューマンフォーラ/(株)アグティ/（一社）Gibberish-Lab 他｜京都
里山SDGsラボ ことす/(株)応用芸術研究所｜Es-durエスドゥア（ハンドメイド作家）/(一社)未来コンシェルジュ｜
(株)Encirsos/(株)夢びと｜(一社)子どものよりよい育ちを支える会/みんなの図書館やってみようKYOTO/コジカレーベル
/労働者協同組合ワーカーズコープ・センター事業団｜(株)でかいうつわ/コミュニティバンク京信/京都市ソーシャルイノ
ベーション研究所（SILK）｜(株)ＹＯＳＣＡ/(株)こいこい｜(一社)京都知恵産業創造の森/(株)ヒューマンフォーラム
(mumokuteki)｜(一社)未来コンシェルジュ/(株)ジェイネットハウジング/(株)松本工務店/りん整骨院/(株)桂花園/POLA
エステイン桂/アランシア/クラーク国際高等学校京都キャンパス｜(株)taliki/京都信用金庫/京都リサーチパーク(株)｜京
都商工会議所青年部(京都YEG)/京都市/テーマアイデア事業者8社｜(株) ヒューマンフォーラム/コミュニティバンク京信/
ジェイ・エス・ビー(株)/安田産業(株)/京都市｜(株)福祉のヨアケ/(株)GMS（悠遊庵デイサービスセンター）｜(株)Q’s/
ゆう薬局　他｜(株)manicreation/(株)ウエダ本社utenaworks｜京都青年中央会/京都府中小企業団体中央会｜inote+P/子
育て支援サークル☆はじめのいっぽ｜坂井隆夫建築設計事務所/選佛寺/「寺とつくる町と並」委員会｜こどもと行こう祇
園祭実行委員会/オトナリラボ｜合同会社ラピスプライベート/こいやまcafe｜(株)F&I クリエイト/itonowa｜(株)Gns / 
(株)SOU｜(株)kurumi/就労継続支援A型事業所 ALBUM｜NexTreams（同）/Will Management Company｜京都市/(一社)
リリース/(株)フラットエージェンシー/京都商工会議所青年部/(株)デイアライブ/発酵食堂カモシカ/(株)夢びと/
(株)MIYACO　他｜コミュニティバンク京信/(株)夢びと/(株)MIYACO/(一社)リリース　他｜（同）KYOTOVEGAN/(株)JTB
京都支社｜InterMedia/かめオフィス｜(一社)未来コンシェルジュ/(株)フラットエージェンシー/サンケイデザイン/きょ
うと保育園/京都おはりばこ/紫野温泉/尊陽院/(株)サーカスコーヒー/(株)いづき/京都市紫野障害者授産所さくさく工房/
ワットムセン ｜まちのきょういく委員会/(一社)日本CEO協会｜京都観光モラルを推進する会/LINK KYOTO/和歌山大学
観光学部観光学科 加藤久美研究室/株式会社ニシザワステイ/京都市ソーシャルイノベーション研究所/（一社）リリース
｜(株)バランステック京都/(株)uit｜(株)京都映画センター/式会社SOU　　＊開催順

応援会は出張形式も。エントリー企業同士
の交流の機会も増えました。

未来の祭典からの参加団体数：8団体 
参加したYEG会員数：108名

参加した企業数：12事業者（うち京都外は4事業者）応援会開催数：24件  /  勉強会実施2回 / ギャザリン
グ：3回

昨年64者

社会課題の解決や多様な価値の創出を目的に、地域企業が連携し、新たな社会実験に挑戦する「京都・地域企業 未来の祭典」

2023年度は新しい支援方法を取り入れました。一部の運営業務を地域企
業で分担し、公民の運営メンバーそれぞれでエントリーのお声がけを行
うことで多様なセクターからの参加がみられました。勉強会として、未
来の祭典の参加企業募集オリエンテーション、未来の祭典の事例発表会
の2回を開催しました。また、プロジェクトの相談を行える「地域企業
応援会」は出張開催も可能とし、京都市内の様々な場所で対話を深めま
した。会期中にはエントリー団体の交流を深める交流会「ギャザリン
グ」を3回開催。祭典を詳しく知りたいといった学生や地域企業の参加
がみられ、祭典へのエントリーや、取組に参加し合う回遊性が生まれて
いきました。

勉強会やギャザリング、出張応援会の様子 「自企業よし！地域よし！京都市よし！-未来へ繋ぐ三方よし-」当日のの様子 社会的インパクトを企業力に変える実践研究会「スパイラル」の様子

京都商工会議所青年部(京都YEG)

社会実験による連携

（2019年の40周年記念事業より抜粋）



38. 働く人と社会と地球に「善い地域企業」～「公共善エコノミー」と自
己組織化組織がひらく未来 
39. 第2回 京都・地域企業勉強会（各社会実験の学びや成果をシェア） 
40. 「まちの金融機関をもっとオープンに！」未来の祭典を振り返る懇親会 
41. KYOTOVEGAN meeting vol.1 
42. 社会企業解体新書:新しい経営を探索する語り場 #1 「株式会社夢び
と」中田俊 氏 
43. 地域のおしごと博物館　北区TAMARIBAエリア 
44. ミライ経営者サミット　未来の下京をつくる、あなたのアイデアを共
に育もう 
45.京都観光モラル・ミートアップ！withニュージーランド 
46. 古くて新しい“一本歯下駄”を体験してみよう！ 
47. 空ノ下ノ映画館のための「公開/航海収録イベント」

1. 「工藝の森」と工房がつながる滞在型の制作フィールドづくり応援 
2. アート×ビジネス共創拠点「器」キックオフミーティング 
3. 豊国神社SUMMER FESTIVAL 
4. 社会的インパクトを測るワークショップをやってみよう 
5. amiami CANVAS 展　　QUESTION　＠中京区 
6. 京藍染で未来の祭典のフラッグをつくってみよう！ 
7. amiami CANVAS 展  　はあと・フレンズ・ストア＠中京区 
8. 企業と学生が作る”新しい広報”「京MOTTO」 
9. ともつくカフェ 
10. Kyo-working Dialog 
11. "『健口』からWell-Beingな社会を創る！医療が地域社会の中に豊か
なつながりを生む研究" 
12. 秋の「醸す市」祭り 
13. CHARITY　ANIMAL　COOKIE 
14. 障がいを持つ仲間とともに働き、成果を生み出す仕組みつくり、研修会 
15. 京都祭コインcomo地域企業共創プロジェクトーオープンカンパニー
イベントー 
16. アップサイクルを生み出すことができるクリエイター育成講座 
17. ふたたびプロジェクト　浴衣アップサイクル 
18. 自分「らしさ」を見つける交流会～RASHISA～

47件

19. ～まなび基地jukuHOPE～堀川商店街knocks!horikawa 
20. SOU-MU NIGHT KYOTO 
21. 良い地域活動を続けるためのインボイス講座 
22. ×▽（クロスバリュー）夕活セミナー人気雑貨店が教える顧客に選ば
れるノウハウ講座 
23. 地域のおしごと博物館　西京区桂駅エリア 
24. BEYOND2023 
25. 自企業よし！地域よし！京都市よし！-未来へ繋ぐ三方よし- 
26. 使用済み衣服の回収BOX 「リリースキャッチプロジェクト」 
27. 「福祉職を子どもたちがなりたい職業ランキング１位にするために」 
28. キッチン開放 
29. 子育て中の働き方・起業について考える座談会 
30. 第15回京都青年中央会（CAPフェスタ） 
31. 地域とつながる仕事の循環（Skill Connect） 
32. 京都現代町家ぐらし イベント『寺とつくる周辺マップ』歩き編 
33. 「こどもと行こう祇園祭」オープンミーティング 
34. POP UPぬり絵カフェ  
35. しまばらSOZORO 
36.”アナログを大事にするためのデジタル化で、未来に続く京都へ～リア
ルな課題から見つける、地域企業のIT化・DXへの道～” 
37. NO KINTSUGI NO EARTH～金継ぎと地球～

地域企業が主体となり、まちに必要な仕組みを「自分たちでつくる」
ための運営方法や、資金の捻出について議論が始まっています。

京都・地域企業 未来の祭典2023 ～ KYOTO ECONOMIC CULTURE FESTIVAL ～

“地域企業による社会実験の祭り”のアイデアか
ら2022年度に「京都・地域企業 未来の祭典を
やってみよう会」を発足。2023年度には地域
企業が事務局業務を分担し運営を行いました。
継続的な実施に向けた体制の議論では法人化も
見据えながら、まずは実行委員会形式を採用す
ることや、運営資金の捻出では会費制やふるさ
と納税の活用などのアイデアがでていました。 
未来の祭典の継続的な実施について、一緒に話
し合いませんか？

地域企業が、企業、行政、団体等と連携し、社会課題の解決や新た
な価値の創出に取り組むことで、地域企業や地域の発展につながっ
ています。昨年から社会実験数は増え、多様なセクターからの参加
や果敢に挑戦した分野も広がりました。

昨年26件

社会実験のタイトル

WEBサイトはこちら▲

公益的な事業者連携 
による社会実験の数


